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核を抱きしめたニッポン国

●被爆・被曝者らが迫る

「桟が問いかける戦後日本の隠された真実」とは何か出
′」‾広一畠も‾長一疇欄変干カ㈱管を辿るとT「馳めた瑚司」掲鞄亭琵が朗もぶ丁一一一　一

反骸運動の分裂を経て、屈折した核をめぐる歴史に「平和」の内実を問い、融合・和解の道を探る。

8月6日夕刻、「安らかに眠れません　核兵器廃絶の日まで　全原発廃炉の日まで」と記した“とうろう”が

広島・元安川の川面を流れていぐ…‥。

いまや、放射線危険管理区域マークが日本

列島におおいかぶきっている。保守・革新や
イデオロギー、老若男女を問わず、だれもが
「いのちの岐路」に立つ。
“黒い雨”や“白い粉”の「死の灰」に恐怖しつ

つ逝った人びとへの鎮魂と核社会に生きとし生

けるものへのメッセージ。

■監督：原村政樹　■プロデューサー：矢間秀次郎

■撮影：一之瀬正史　原村政樹　■録音：金田弘司

■昔効：徳永由紀子■録音スタジオ：㈱モイ■語り：中村敦夫

帽催日：2018年4月22日（日）
（「さよなら原発まつり」ポスト企画で同日3カ所上映）

■会　場：

①10：00～、JAふえふき富士見支所2Fホール
（笛吹市：055－262－2158）

④14：00－、山梨県立図書館多目的ホール
（甲府市：055－255－1040、矢間プロデューサーがアフタートーク予定）

④18：30～、生涯学習センタtこぶちぎわホール
（北杜市：0551－42－1495）

雷入場料：前売券1．000円当日券1．200円
1主　催：みどり・山梨（代表　野沢今朝幸）

胃後　援：さよなら原発まつり実行委員会

■間合先：TEL＆FAX055－252－0288（川村）
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いのちの良絡l千か
核を抱きしめたニッポン国

あの福島第一原発事故から6年。避難地域の解除が進む中で、放射能の「緩慢なる脅威」

がひろがり、原発崩壊が故郷崩壊につながっていく。“唯一の被爆国”を喧伝して敗戦72年を

迎えた。ヒロシマサガサキの被爆死者214，000人。ビキニ水爆実験による船員たちの被爆、

原発′労働者の被曝がつづく。なぜ、原発再稼働にこだわり、核による厄災を繰り返すのか。

いのちの岐路に立つ人間として、覚悟が問われている。

かつて「原発立地を断念させた町」でバイブルになった『原発黒番』（1976年・原水爆禁

止日本国民会議発行）には、放射能汚染の実態をふまえ、「想像を絶する最大想定事故」⊥∵二二二‘‥■

1－毒力　　　一　ケ珊

一．－∴轟‾＿
が、まるで福島第一原発の過酷事故をなぞるように「冷却材喪失事故の進行過程」をメル　『原発黒書』長嶋原爆投下

トダウン、水素爆発等を生死刻々の迫真力で記している。

●原村政樹監督メッセージ

映画製作の方向性～核から見える日本の戦後史～

この映画の監督をとの依頼があった時、即座に頭に浮んだこ

とは、核（原水爆と原発）を軸に、日本の戦後史を措いてみたいと

いうことだった。そして、撮影対象者の方々が皆、個性豊かで魅

力的な人たちばかりで、「良い映画が出来る」との確信を持った。
一方、人物の魅力に寄りかかってばかりの映画では、最初に考

えた戦後史を的確に表現できない。ヒロシマ・ナガサキゼキ二・フ

クシマという歴史の流れの時間軸を縦軸にしつつ、登場人物そ

れぞれの人生を横軸にした作品を構想した。さらに過去の歴史

を紐解くばかりではなく、現在進行している現実をしっかり描くこ

とに力点を置いた。それほとりもなおきず、過去・現在・未来へと繋

がるダイナミックな日本社会の実相に迫りたいという想いからで

あった。登場人物やスタッフ、そして多くの応援してくださる方々

の力があってようやく完成させた作品である。

炉心被曝労働者現場

書

＿二云j

「原発立地を断念させた町」阿南市椿湾

●失間秀次郎プロデューサーメッセージ
“種蒔く人”の出会い

かさこ監督「シロウオ～原発立地を断念させ

た町」2013年公開につづいて、プロデュー

も　サーを担当した。この5年間、企画を熟成させ

る取材を重ね、繰り返し現場に立つ。

原水爆実験等のトリチウム汚染（1985年の

英国原子力公社疫学調査で有意な相関8・89

倍公表）のためか、60代中半に前立腺ガンを

患い全摘手術、生死刻々で「いのちの岐路」に

向きあっている。

1995年に出会った瀬尾健著『原発事故…その時、あなたは！』

風媒社刊が反原発にシフトを促し、『原発累寄～日本における原

発推進の実態』1976年原水爆禁止日本国民会議刊との出会いが

当映像作品に結実した。実に熟した種が宿っているだろうか。

本映画の上映会を開催してくださる方を募集しています。〒184－0012東京都小金井市中町2－5－13

貸出条件や上映会のお申込みについては、上映委員会・矢問までご連絡ください。
TEL・FAX：042－381－7770

E－mail：h－yaZama＠oregano．ocn．ne．jp
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